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平成 24 年８月１日  
第 ２９   号  

東北地域における環境問題の取組と東北地方環境事務所の活動内容を紹介しています。  

 
みちのく環境だより 

災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
１
８
０

２
万
ト
ン
の
う
ち
５
３
８
万
ト
ン
の
処

理
が
完
了
し
、
処
理
・
処
分
割
合
が
約

30
％
（
前
月
比
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
）

に
到
達
し
ま
し
た
。
一
方
、
津
波
堆
積

物
は
、
９
５
６
万
ト
ン
の
う
ち
１
０
７

万
ト
ン
の
処
理
が
完
了
し
、
処
理
割
合

は
約
11
％
（
同
２
ポ
イ
ン
ト
増
加
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
別
で
は
、

岩
手
県
洋
野
町
、
普
代
村
、
大
船
渡

市
、
宮
城
県
利
府
町
、
松
島
町
、
宮
城

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
塩
竈
市
、
七
ヶ
浜

町
、
多
賀
城
市
）
に
つ
い
て
は
、

災
害
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
割
合
が

５
割
を
超
え
て
い
ま
す
。 

各
県
に
お
け
る
処
理
体
制
の
整
備
も

進
ん
で
い
ま
す
。
岩
手
・
宮
城
両
県
に

お
い
て
は
、
処
理
施
設
の
増
強
が
進
む

と
と
も
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
．
．
や
津

波
堆
積
物
を
再
生
資
材
と
し
て
利
用
す

る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

福
島
県
で
は
、
国
の
代
行
処
理
事
業

に
よ
り
相
馬
市
内
に
仮
設
焼
却
炉
３
基

の
建
設
工
事
が
実
施
中
で
あ
り
、
処
理

推
進
に
向
け
た
基
盤
整
備
が
動
き
出
し

ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
来
年
３
月
末
の
中

間
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
処
理
・
処

分
の
速
度
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
県
に
お
い
て
次

の
取
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま

す
。 岩

手
・
宮
城
両
県
で
は
、
不
燃
混
合

物
、
津
波
堆
積
物
の
処
理
が
十
分
進
ん

で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
着
実
に
再
生
資

材
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
再
生
資
材

が
活
用
さ
れ
る
よ
う
利
用
先
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
福
島
県
に
つ
い
て
は
、
早

期
に
目
標
設
定
へ
の
見
通
し
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
国
の
直
轄
処
理
、
代
行
処
理

に
よ
る
仮
置
場
、
仮
設
焼
却
炉
等
の
整

備
に
向
け
た
被
災
地
と
の
調
整
に
全
力

を
挙
げ
ま
す
。 

平
成
24
年
11
月
16
日
、
10
月
末
時
点
の
災
害
廃
棄
物
等
処
理
状
況
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
３
県
の
沿
岸
37
市
町
村
に

お
け
る
が
れ
き
処
理
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
ま
す
。 

                        平成２４年１１月３０日      

                             第３０号 

  みちのく環境だより 

      環境省東北地方環境事務所  http://tohoku.env.go.jp 

がんばろう！東北 

「奇跡の一本松：伐採当日の日の出（H24.9.12）」 

○災害廃棄物由来の再生資材を利用している主な国の事業 

※本頁内容については、以下の URL よりご覧頂けます。 
http://kouikishori.env.go.jp/news/index.html#news121116 
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東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
８
ヵ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
震
災
前
の
蒲

生
干
潟
の
地
形
は
、
南
か
ら
北
に

流
れ
る
海
浜
流
で
砂
州
が
大
き
く

発
達
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23

年
７
月
に
七
北
田
川
河
口
は
閉

塞
、
９
月
の
台
風

15

号
に
よ
っ

て
、
新
河
口
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
今
年
４
月
に
河
口
の
開
削
、
損

壊
し
た
導
流
堤
の
仮
復
旧
工
事
が
終

了
し
、
砂
浜
の
ご
み
が
撤
去
さ
れ
ま

し
た
。
干
潟
は
、
自
然
の
力
で
流
出

し
た
砂
が
海
岸
に
戻
り
、
徐
々
に
震

災
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。 

蒲
生
干
潟
の
生
き
も
の
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

植
物
で
は
、
昨
年
は
２
株
し
か
確

認
で
き
な
か
っ
た
ハ
マ
マ
ツ
ナ
が
群

生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
干
潟
を
囲
む
よ
う
に
生
育
し
て

い
た
ヨ
シ
原
が
元
の
様
子
に
戻
る
に

は
数
年
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

鳥
類
で
は
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類  

15

種
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
９
月
初
め
に
亘
理

町
の
鳥
の
海
で
標
識
を

付
け
放
鳥
さ
れ
た
キ
ア

シ
シ
ギ
の
幼
鳥
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

標
識
を
装
着
し
た
ミ
ユ

ビ
シ
ギ
を
発
見
し
、
標

識
か
ら
南
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
州
か
ら
旅
し
て
来

◆ 震災前 

◆ 震災後① 

（平成 23 年 3月 12 日：国土地理院撮影） 

◆ 震災後② 

（平成 23 年 9月 25 日：宮城県撮影） 

◆ 震災後③ 

（平成 24 年 8月 10 日：東北地方環境事務所撮影） 

◆ キアシシギ（標識あり） 

◆ ハママツナ 

た
個
体
の
よ
う
で
し
た
。
蒲
生
干

潟
は
今
も
、
渡
り
鳥
、
旅
鳥
に

と
っ
て
重
要
な
国
際
空
港
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
て

い
た
ア
カ
テ
ガ
ニ
を
数
個
体
確
認

し
て
い
ま
す
。 

 

震
災
前
の
状
況
に
は
ま
だ
戻
っ

て
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
鳥
類
を
は

じ
め
と
し
た
生
き
も
の
た
ち
が
、

蒲
生
干
潟
で
生
き
る
た
め
の
新
た

な
挑
戦
を
し
て
い
る
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

環
境
省
で
は
今
年
度
も
、
蒲
生

干
潟
の
鳥
類
及
び
植
生
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
、
蒲
生
干
潟
の
変
化

を
記
録
し
て
い
き
ま
す
。 

（平成 21 年 3月：東北地方環境事務所撮影） 
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山
形
県
、
福
島
県
、
新
潟
県
に

ま
た
が
る
飯
豊
・
朝
日
連
峰
の
両

山
域
は
、
日
本
百
名
山
に
も
数
え

ら
れ
る
と
と
も
に
東
北
地
方
を
代

表
す
る
雄
大
な
自
然
景
観
か
ら
人

気
が
高
く
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
に
は

多
く
の
登
山
愛
好
者
が
訪
れ
ま

す
。 両

山
域
の
標
高
は
２
０
０
０
ｍ

前
後
で
、
日
本
海
か
ら
の
季
節

風
、
我
が
国
有
数
の
豪
雪
に
見
舞

わ
れ
る
厳
し
い
気
象
条
件
、
ま
た

風
化
し
た
花
崗
岩
を
主
体
と
し
た

浸
食
さ
れ
や
す
い
地
質
で
あ
る
こ

と
等
か
ら
、
登
山
道
や
周
辺
植
生

等
の
荒
廃
が
進
ん
で
お
り
、
保
全

修
復
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
当
地
域
は
自
然
性

の
高
い
景
観
が
魅
力
の
た
め
、
景

観
に
配
慮
し
た
登
山
道
等
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
県
や
自
治
体
、
地

域
の
山
岳
関
係
団
体
や
有
志
等
、

様
々
な
主
体
が
登
山
道
等
の
整
備

及
び
保
全
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
無
秩
序
な
も
の

に
な
ら
な
い
よ
う
、
関
係
者
が
連

絡
調
整
を
図
る
場
と
し
て
平
成
20

年
に
は
飯
豊
連
峰
保
全
連
絡
会
が
、

翌
年
に
は
朝
日
連
峰
保
全
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
保
全
技
術
の
理
論
を

学
ん
だ
他
、
実
際
に
現
地
で
石
組
み

や
粗
朶
（
「
そ
だ
」
雑
木
の
枝
を
束

ね
た
も
の
）
を
使
っ
た
流
水
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。 

 

保
全
作
業
は
、
９
月
22
～
23
日

に
飯
豊
連
峰
梶
川
尾
根
上
部
で
、
同

29
～
30
日
に
朝
日
連
峰
三
方
境
で

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。 

 

現
地
で
は
、
登
山
道
に
現
地
の
転

石
を
利
用
し
た
土
留
め
等
を
設
置
し

た
ほ
か
、
裸
地
化
し
た
箇
所
に
植
生

ネ
ッ
ト
を
敷
設
す
る
な
ど
の
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
作
業
に
は
そ
れ
ぞ

れ
50

人
近
い
登
山
愛
好
者
ら
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

保
全
作
業
を
実
施
し
た
場
所
は
継

続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
作
業
や
技

術
の
検
討
に
反
映
さ
せ
、
長
期
継
続

的
な
順
応
型
の
保
全
管
理
体
制
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

◆ 登山道の保全作業（植生ネットの敷設） 

 

動物愛護及び迷惑防止等のより一層の推進を図るた

めに「動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正

する法律」が平成 24 年 8 月 29 日に成立し、平成 24 年

9 月 5 日に公布されました。 
今回の法律の改正の主な内容は、以下のとおりで

す。 
１ 現行の動物取扱業者を第一種動物取扱業者とし、

第一種動物取扱業者のうち、犬猫等の繁殖業者によ

る出生後５６日を経過しない犬又は猫の引渡し等の

禁止（日齢については、経過措置あり。） 
２ 販売が困難となった犬猫等の終生飼養の確保の義

務づけ 
３ 犬猫等を販売する際の現物確認・対面説明の義務

づけ 
４ 第二種動物取扱業者（営利性のない動物の取扱い

のうち、飼養施設を有して一定以上動物を飼養する

場合）についての届出制度の新設 
５ 多頭飼育に起因する虐待の恐れがある事態につい

て、勧告・命令の対象に追加 
６ 動物の適正な飼養及び保管を図るため、動物の所

有者について終生飼養の責務の追加 
 そのほか、災害時における動物救護、自治体による

犬猫等の引取り、罰則などに係る規定が改正されまし

た。今回の法改正の詳細につきましては、以下のリン

ク先よりご覧いただけます。 
http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/nt_h
240905_79.html 
※本改正法は、公布の日から１年以内の政令で定める

日から施行されます。 

平
成
24

年
度
は
、
前
年
に
続
き

保
全
活
動
へ
の
新
規
参
加
希
望
者
ら

を
対
象
と
し
た
技
術
講
習
会
を
実
施

し
た
他
、
新
た
に
こ
れ
ま
で
作
業
経

験
を
積
ん
で
き
た
会
の
中
核
メ
ン

バ
ー
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
、
現

地
で
の
保
全
作
業
に
先
立
ち
開
催
し

ま
し
た
。
講
習
会
で
は
植
生
荒
廃
の

24 
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ト
ッ
プ
！
地
球
温
暖
化
ブ
ー
ス
」
を
出

展
し
、
東
北
地
方
環
境
事
務
所
は
、
そ

の
中
の
１
テ
ー
マ
で
あ
る
高
効
率
照
明

の
使
用
に
よ
り
節
電
を
図
る
「
あ
か
り

未
来
計
画
」
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
ま
し

た
。 同

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
家
庭
の
電
気
使

で
は
、
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
の
「
破
牙
神

ラ
イ
ザ
ー
龍
」
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
開

催
さ
れ
、
来
場
し
た
子
供
達
に
ク
イ
ズ

を
と
お
し
て
、
3R
の
身
近
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
会
会
場
ブ
ー
ス
内
に
お
い

て
は
、
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
エ
コ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

エ
コ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
特
に
若

年
層
の
体
験
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、

講
師
の
指
導
に
よ
る
「
ふ
ろ
し
き
包

み
」
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
包
み
方
講

座
や
、
マ
イ
エ
コ
バ
ッ
ク
の
作
成
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
内
小
学
校

に
よ
る
「
エ
コ
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」(

宮
城

県
対
応)

が
当
ブ
ー
ス
に
来
場
し
、
ク
イ

ズ
を
絡
め
て
循
環
型
社
会
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

今
後
、
3R
に
係
る
体
験
を
各
家
庭
に

て
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

開
会
式
で
は
、
来

賓
と
し
て
鳥
居
所
長

が
挨
拶
し
ま
し
た
。

３
日
間
を
と
お
し
た

会
場
全
体
の
来
場
者

は
約
２
万
８
千
名
で

し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て

環

境

省

は

「

ス

 

平
成
24
年
度
の
3R
推
進
地
方
大
会

と
し
て
、
「

3R

推
進
宮
城
大
会
」
を

「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
東
北
2012
」
と
併
催

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
期
間
の

３
日
間
で
１
１
０
０
名
余
の
多
く
の

方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
3R
推
進
宮
城
大
会
」
の
イ
ベ
ン
ト

平
成
24
年
10
月
19
日
～
21
日
、
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
（
仙
台

市
宮
城
野
区
）
に
お
い
て｢

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
東
北
2012｣

が
、

「
再
生
と
復
興
（
幸
）」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

◆ 環境省「ストップ！地球温暖化 

ブース」・「あかり未来計画」コーナー 

◆ 来場者にパネル内容の説明 

◆ 鳥居所長あいさつ 

用
量
に
お
い
て
照
明
の
占
め
る
部
分
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
高
効
率
照
明
に
切

り
替
え
る
こ
と
が
節
電
に
な
り
、
電
気

代
の
節
約
、
ひ
い
て
は
地
球
温
暖
化
の

防
止
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
「
あ
か
り

未
来
計
画
」
の
啓
発
パ
ネ
ル
を
見
な
が

ら
説
明
し
ま
し
た
。 

「
ス
ト
ッ
プ
！
地
球
温
暖
化
ブ
ー

ス
」
で
取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
照
明
の
切
り
替
え
を
既
に
実
践

し
て
い
る
人
は
３
７
８
名
、
今
後
実
践

し
た
い
人
は
１
０
６
３
名
で
し
た
。 

ま
た
、
「
あ
か
り
未
来
計
画
」
に
は
、

６
８
８
名
か
ら
御
賛
同
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

◆ ふろしき包み講座 

◆ エコバッグ作成体験 

◆ 多くの来場者で賑わった 

3R 推進宮城大会 
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東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
宮
古
市
浄
土
ヶ
浜
。

陸
中
海
岸
国
立
公
園
の
中
核
的
な
利

用
拠
点
の
主
要
探
勝
ル
ー
ト
で
あ
る

海
岸
歩
道
の
本
格
復
旧
工
事
を
開
始

し
ま
し
た
。 

10
月
17
日
、
宮
古
市
浄
土
ヶ
浜

で
は
、
陸
中
海
岸
国
立
公
園
浄
土
ヶ

浜
海
岸
歩
道
等
復
旧
工
事
の
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
北
地
方

環
境
事
務
所
長
他
工
事
担
当
者
、
施

工
者
、
地
元
関
係
者
等
が
集
ま
り
、

工
事
が
無
事
故
・
無
災
害
で
完
成
を

迎
え
る
こ
と
を
祈
り
ま
し
た
。 

本
工
事
で
は
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
海
岸
部
の
歩
道
に

つ
い
て
、
落
石
対
策
や
地
盤
沈
下
し

た
箇
所
の
嵩
上
げ
を
行
う
こ
と
に
加

え
、
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

か
ら
遊
覧
船
乗
り
場
ま
で
の
区
間
に

は
高
架
式
の
木
製
デ
ッ
キ
を
設
置

し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配

慮
し
た
緩
傾
斜
の
歩
道
に
改
良
し
ま

す
。
海
岸
部
の
歩
道
は
、
遊
覧
船
乗

り
場
を
経
由
し
、
最
大
の
見
所
で
あ

る
奥
浄
土
ヶ
浜
に
向
か
う
探
勝
ル
ー

ト
と
し
て
、
重
要
な
区
間
で
す
。
来

年
春
の
完
成
に
向
け
て
、
地
元
関
係

者
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

環
境
省
で
は
、
浄
土
ヶ
浜
の
魅
力

を
一
層
高
め
る
た
め
、
並
行
し
て
周

辺
の
駐
車
場
や
園
路
、
休
憩
所
等
の

再
整
備
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。 

    海岸歩道 

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
十
和

田
湖
畔
に
お
い
て
休
屋
博
物
展
示
施

設
（
十
和
田
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）

新
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
10

月

29
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
十
和

田
・
八
甲
田
地
域
は
、
青
森
、
秋
田

の
２
県
に
ま
た
が
り
、
我
が
国
屈
指

の
景
勝
地
で
あ
る
十
和
田
湖
・
奥
入

瀬
渓
流
や
八
甲
田
山
か
ら
な
る
地
域

で
、
昭
和
11

年
に
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

休
屋
集
団
施
設
地
区
は
十
和
田
湖

畔
に
あ
り
、
主
要
な
利
用
拠
点
と
し

て
古
く
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
核
施
設
で
あ

る
十
和
田
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

築
40

年
を
経
過
し
て
老
朽
化
が
進

む
と
と
も
に
、
公
園
利
用
者
の
自
然

体
験
要
求
の
高
ま
り
に
十
分
に
対
応

で
き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
和
田
湖
の

魅
力
を
伝
え
る
展
示
を
充
実
さ
せ
、

エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
活
動
拠
点
と
し
て

も
機
能
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
完
成
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

海岸歩道完成後の浄土ヶ浜全体イメージ 

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
活
性

化
を
図
る
中
核
施
設
と
し
て
も
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 休屋博物展示施設 

（十和田ビジターセンター）の概要  

・鉄筋コンクリート造１階建て（一部２階建て） 
・建築面積：1,091.43 ㎡（延べ床面積:821.47 ㎡） 
・主な機能：自然解説展示、展望ラウンジ、レクチャー

ルーム、ボランティアスペース、ウッドデッキ、多目的

トイレ 
・省エネ設備：太陽光発電施設、LED 照明、ペレットス

トーブ 
・ 

◆ 安全祈願祭（鍬入れ） 

 

 

◆ 完成予想図（外観パース） 
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係
者
も
訪
れ
、
が
れ
き
処
理
の
重
要

性
を
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。 ②

あ
か
り
未
来
計
画
で
は
、
手
回

し
発
電
機
を
利
用
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
白

熱
球
（
豆
電
球
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
比

較
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

低
さ
に
つ
い
て
実
感
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

③
朝
日
連
峰
植
生
復
元
で
は
、
職

員
が
実
際
に
使
用
し
て
い
る
ザ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
も
ら
い
、
保
全
作
業
の

大
変
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。 ④

国
立
公
園
紹
介
で
は
、
「
ボ
ク

立
公
園
を
作
ろ
う
！
」
と
題
し
、
自

分
の
理
想
の
国
立
公
園
を
描
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。
19

名
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
者
の
中
か
ら

優
秀
賞
他
3

名
に
は
豪
華
？
環
境

省
グ
ッ
ズ
を
後
日
進
呈
す
る
予
定
で

す
。 ⑤

イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態
で
は
、
鳥
海

イ
ヌ
ワ
シ
み
ら
い
館
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
ワ
ッ
シ
ー
く
ん
」
に
も
来
て
も
ら

い
、
卵
や
ヒ
ナ
、
成
鳥
の
模
型
を

使
っ
て
紹
介
を
し
ま
し
た
。
特
に
、

実
物
と
同
じ
重
さ
の
ヒ
ナ
の
ぬ
い
ぐ

る
み
を
持
っ
て
も
ら
う
と
、
皆
一
様

に
「
こ
ん
な
に
重
い
の
!?

」
と
驚

き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
普
段

野
生
の
姿
で
は
見
ら
れ
な
い
イ
ヌ
ワ

シ
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
自
然
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。 

⑥
ペ
ッ
ト
用
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
で

は
、
実
物
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
用

い
て
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
導
入
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
か

ら
、
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
も
あ
る
と
い

い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

⑦
三
陸
復
興
写
真
展
で
は
、
青
森

県
八
戸
市
か
ら
福
島
県
相
馬
市
ま
で

の
太
平
洋
沿
岸
に
あ
る
自
然
の
風
景

を
中
心
に
写
真
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
三
陸
復
興
国
立
公
園
へ
の
編
入

を
進
め
て
い
る
種
差
海
岸
・
階
上
岳

地
域
に
つ
い
て
、
「
昔
行
っ
た
こ
と

は
あ
る
が
、
国
立
公
園
に
な
っ
た
ら

ま
た
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
嬉
し

い
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
、
東
北
大
学
祭
に
出
展
し
て

一
般
の
方
々
に
環
境
省
の
取
組
を
Ｐ

Ｒ
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
東
北
地

方
環
境
事
務
所
と
し
て
は
、
今
後
と

も
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

▲ 三陸復興公園写真展示 

▲ 独自の発想で描画 

▲ 手回し発電機の体験 

生後 35 日の 

ひなの体重は 

約 2kg だよ 

東
北
地
方
環
境
事
務
所

は
、
11

月
２
日
（
金
）
か

ら
４
日
（
日
）
ま
で
行
わ

れ
た
‘12

東
北
大
学
祭
に
、

環
境
行
政
の
理
解
と
自
発

的
な
活
動
の
促
進
を
目
的

と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。 

そ
の
主
な
内
容
は
、
①

が
れ
き
処
理
、
②
あ
か
り

未
来
計
画
、
③
朝
日
連
峰

植
生
復
元
、
④
国
立
公
園

紹
介
、
⑤
イ
ヌ
ワ
シ
の
生

態
、
⑥
ペ
ッ
ト
用
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
、
⑦
三
陸
復
興

写
真
展
等
で
す
。 

①
が
れ
き
処
理
で
は
、

多
賀
城
市
提
供
の
が
れ
き

再
生
資
材
を
展
示
し
て
、

が
れ
き
処
理
の
手
順
を
説

明
し
ま
し
た
。
被
災
者
の

ほ
か
、
留
学
生
や
行
政
関

▲ マイクロチップに関心 

がれき再生資

材を展示 

大人気の 

ワッシーくん 
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月日 時間(予定) 内  容  場  所  等  担 当 課 等  

12. 1 9:00～12:00 

宮古づくし 

～めざせ！新

巻マスター～ 

宮古の鮭について学び、そのあとに水産科

学館で新巻鮭づくりを行います。 

浄土ヶ浜ビジ

ターセンター 

宮古自然保護官事

務所（深谷） 

12. 1 
14:00～ 

17:00 

冬の渡り鳥観

察会 

蕪栗沼で、マガンの採餌やねぐら入りを観

察します。 
蕪栗沼 

仙台自然保護官事

務所（吉田） 

 12. 8 
10:00～ 

12:00 
月山ビジター

センタープレ

オープン 

花の苗プレゼント（1人 1鉢、先着 100 名） 
月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 
 12. 9 

 11:00～ 

   12:00 
振る舞いもち（先着 100 名） 

12.16 8:00～16:00 
オオヒシクイ

観察会 
冬の渡り鳥をゆっくり観察します。 

新潟県北区

ビュー福島潟 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

 12.16 8:30～12:00 
大潟村野鳥観

察会 

冬の使者ガン・ハクチョウなどの野鳥を観

察します。 
大潟草原 

秋田自然保護官事

務所（足利） 

12.15 

～16 

10:00～ 

12:00 

クリスマスク

ラフト作り 

クリスマスに向けたクラフト作りを行いま

す。 

浄土ヶ浜ビジ

ターセンター 

宮古自然保護官事

務所（深谷） 

12.22 
10:00～

12:00 

新そばを楽し

もう 
新そばを打って、試食を行います。 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

12.23 
10:00～

12:00 

お正月もちを

作ろう 

杵つきもちを丸めて正月に食べるもちを作

ります。試食も行います。 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

1.12 
10:00～ 

12:00 
冬の工作 竹細工の工作を予定しています。 

浄土ヶ浜ビジ

ターセンター 

宮古自然保護官事

務所（深谷） 

東北地方環境事務所の業務予定（平成 24 年 12 月、平成 25 年 1 月） 

環境省東北地方環境事務所 
〒980-0014 

仙台市青葉区本町３－２－２３ 

      仙台第２合同庁舎 

電話:022 (722) 2870 (代表)  

FAX :022 (722) 2872  

電子メール: REO-TOHOKU@env.go.jp 

（リサイクル、有害廃棄物輸出入関係、地球温暖化対策、石綿健康被害等に関すること） 

電子メール: TOHOKU@env.go.jp 

（国立公園、エコツーリズム、自然再生、野生生物、外来生物等に関すること） 
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岩木山と津軽平野と毛無岱 

松見の滝 

紅葉の朝日連峰 

ダイモンジソウ 

十和田八幡平国立公園 

陸中海岸国立公園 

磐梯朝日国立公園 

沢尻海岸とハマギク 

写真コーナー 
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鳥海山の初冠雪 

十二湖（毛鶏場の池） 

マガン群れ飛ぶ季節（伊豆沼） 

仙台海浜鳥獣保護区 

白神山地 

のびのびキアシシギ（蒲生干潟） 

鳥海国定公園 

伊豆沼鳥獣保護区 


